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	2023年度「光華EDUALプログラム（リテラシーレベル）」
	自己点検・評価報告書
	2024年 3月 21日
	京都光華女子大学　自己点検評価委員会
	1. 点検・評価の実施と結果
	本学「光華EDUALプログラム（リテラシーレベル）」は、2021年度の実施内容を文部科学省に申請し、2022年度に「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」として認定を受けた。2023年度の実施状況およびプログラムの達成・進歩状況の点検・評価を行ない、リテラシーレベルのデータサイエンス教育を概ね適切に実施していることを確認した。詳細は以下のとおりである。
	なお、2023年度入学生からのカリキュラム改編に伴い、下記の通り科目名称を変更し、「データサイエンス入門」を卒業必修とした。本プログラムにおける位置付けは従来通りである。
	情報リテラシー基礎（2022年度まで）⇒ 情報リテラシー（2023年度以降）
	情報リテラシー応用（2022年度まで）⇒ データサイエンス入門（2023年度以降）
	2. 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）を構成する科目と修了要件、および履修状況
	（2） 文部科学省の5つの審査項目との対応
	3. プログラムの履修・修得状況
	4. 全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況
	本プログラムの必修4科目を1年次に全て履修する学生の割合は、2021年度98％、2022年度93％であったが、2023年度入学生からプログラム必修4科目を全て卒業必修としたため、これら4科目を全て履修した学生の比率（履修率）は99.7％（365/366）となった。
	1年次終了時点でのプログラム修了率は、84％とこれまでと当程度であった（2021年度93％、2022年度78％）。なお、新たに必修化した「データサイエンス入門」単位修得率は90％と昨年度「情報リテラシー応用」の83％より改善しており、他の必修科目と当程度であった。
	今後は、学習ステーションとの連携により、より一層の学習サポート体制を整えるとともに、2年次以降での再履修環境を整える予定である。
	以上

